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・県内企業など 

プロジェクト 

ノー　　　主な金融商品の金利　′

（年％、2016年8月1日）

商　品　名　　　　期間　税引き前　税引き後

0．001　　00007

0．001　0．0008

カ月　0．010　　0．008

年　　0．010　　0．008

年※　0．009　　0．007

カ月　0，010　　0．008

年　　0．010　　0．008

年※　0009　　0．007

カ月　0．010　　0008

年　　0．010　　0．008

［…

［…

☆通　常　貯　金

☆普　通　預　金

スーパー定期
（300万円未満）

スーパー定期
（30b万円以上）

大（最遠郡
＼の店親表不　ノ　し3年　　0．010　　0．008

☆貯　蓄　預　金10万円型0．001　0．0008

女
牲
の
感
怪
も
雪
く
り
に

商
品
化
に
向
け
意
見
問
く

女
性
の
感
性
を
も
の
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
、
県
内
外
の
異
業
種
3

社
が
連
携
し
「
フ
ィ
ー
ル
ウ
エ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
ち
ぎ
」
（
刊
耶
真
率
代

表
）
を
立
ち
上
げ
た
。
活
動
第
1
弾
と
し
て
、
県
内
企
業
の
製
品
の
方
向
性

や
販
路
開
拓
に
向
け
女
性
た
ち
が
率
直
に
意
見
を
出
し
合
う
企
画
を
7
月
末

に
宇
都
宮
市
内
で
開
催
。
企
業
側
に
と
っ
て
「
目
か
ら
う
ろ
こ
」
の
ア
イ
デ

ア
が
相
次
い
で
出
さ
れ
た
。

企
画
し
た
の
は
、
感
性
と
技

術
を
融
合
さ
せ
た
フ
ィ
ー
ル
ウ

エ
ア
製
品
を
展
開
す
る
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
業
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
・

ブ
レ
イ
ン
ズ
（
東
京
都
）
社
長

の
下
川
氏
、
女
性
起
業
支
援
ス

リ
ー
ア
ク
ト
（
宇
都
宮
市
）
の

深
野
裸
子
代
表
理
事
、
金
属
部

品
加
工
ナ
ッ
ク
（
宇
都
宮
市
）

の
金
泥
廓
栗
社
長
の
3
氏
。
も

の
づ
く
り
企
業
の
製
品
を
女
性

の
感
性
で
磨
き
挙
げ
、
国
内
外

（隙監軍）

た
。
県
内
3
社
が
商
材
を
説
明

す
る
と
、
女
性
た
ち
は
「
使
い

や
す
い
か
」
、
「
わ
く
わ
く
す
る

か
」
と
い
っ
た
観
点
で
積
極
的

に
意
見
を
出
し
た
。

ゆ
ば
製
造
販
売
ミ
ツ
ト
ヨ
フ

ー
ズ
（
那
珂
川
町
）
は
、
若
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
「
濃
厚
本
ゆ

ば
」
の
デ
ザ
ー
ト
化
を
提
案
。

そ
れ
に
対
し
、
子
育
て
中
の
女

性
な
ど
か
ら
「
栄
養
価
が
高
く

高
カ
ロ
リ
ー
な
の
で
、
タ
ー
ゲ

ッ
ト
は
高
齢
者
や
子
ど
も
の
方

が
い
い
」
　
「
離
乳
食
や
、
乳
製

品
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
向
け

ケ
ー
キ
は
ど
う
か
」
な
ど
ア
イ

デ
ア
が
次
々
と
飛
び
出
し
た
。

商
品
化
に
向
け
た
コ
ン
ペ
開

催
も
発
案
さ
れ
、
同
社
の
小

栗
礫
副
社
長
は
、
「
明
る
い
展

望
が
見
え
た
。
コ
ン
ペ
も
真
剣

に
考
え
た
い
」
と
手
応
え
を
感

じ
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
金
属
部
品
加
工
セ

イ
リ
ン
（
塩
谷
町
）
は
天
井
の

レ
ー
ル
上
に
レ
イ
ア
ウ
ト
自
由

に
取
り
付
け
可
能
な
照
明
を
紹

介
。
ナ
ッ
ク
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
を
簡
単
に
開
封
で

き
る
ア
ル
ミ
製
品
の
試
作
を
説

明
し
、
改
良
点
が
次
々
と
指
摘

さ
れ
て
い
た
。
各
社
は
今
後
、

出
さ
れ
た
意
見
を
取
り
入
れ
製

品
づ
く
り
を
進
め
る
予
定
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
年
内
に

2
回
目
を
開
催
予
定
で
、
参
加

企
業
を
募
る
と
い
う
。

1
2
カ
月
連
続
で
増

県
内
現
金
給
与
総
額

県
統
計
課
が
1
日
ま
で
に

県
内
春
闘
賃
上
げ
4
4
0
1
円

等
額
、
率
と
も
静
年
に
及
ば
ず

県
労
働
政
策
課
が
1
日
ま
で

に
発
表
し
た
2
0
1
6
年
春
季

賃
上
げ
要
求
・
妥
結
状
況
調
査

結
果
に
よ
る
と
、
組
合
員
1
人

当
た
り
の
平
均
妥
結
賃
上
げ
額

（
加
重
平
均
）
は
前
年
比
1
1

3
3
円
減
の
4
4
0
1
円
、
賃

上
げ
率
は
同
0
・
4
1
げ
減
の
1

・
4
8
％
だ
っ
た
。

賃
上
げ
額
、
率
と
も
に
0
0
年

以
降
で
最
高
だ
っ
た
1
5
年
に
は

及
ば
な
か
っ
た
。
同
課
の
担
当

者
は
「
昨
年
が
高
か
っ
た
分
、

今
年
は
上
昇
の
度
合
い
が
緩
や

か
に
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
る
。

県
内
2
5
0
労
働
組
合
に
調

朋
掴
純
利
益
が
胴
％
の
減

讃
4
足

貸
出
金
利
息
な
ど
減
少
響
く

足
利
銀
行
（
榔
刊
正
顧
頭
取
）

が
1
日
発
表
し
た
2
0
1
6
年

4
～
6
月
期
決
算
（
単
体
）
は
、

経
常
利
益
が
前
年
同
期
比
9
・

9
％
減
の
1
0
9
億
9
0
0
万

円
、
純
利
益
が
2
0
・
4
％
減
の

7
5
億
3
3
0
0
万
円
だ
っ
た
。

貸
出
金
利
息
や
有
価
証
券
利
息

配
当
金
が
減
少
し
た
こ
と
が
主

な
要
因
と
い
う
。

日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策

の
影
響
で
、
貸
出
金
競
争
が
激

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
貸
出

金
利
息
は
4
・
0
％
減
の
1
2

8
億
7
6
0
0
万
円
だ
っ
た
。

経
常
収
益
は
6
・
1
％
減
の

2
6
1
億
7
7
0
0
万
円
。
本
業

の
も
う
け
を
示
す
実
質
業
務
純

益
は
1
6
・
7
％
減
の
9
7
億
1
2

0
0
万
円
。
国
債
な
ど
の
売
却
益

が
2
9
・
2
％
減
の
4
億
8
千
万

円
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
要
因
。

国
債
な
ど
の
売
却
益
を
除
い
た

コ
ア
業
務
純
益
は
貸
出
金
利
息

の
減
少
に
伴
い
1
6
・
0
％
減
の

9
2
億
3
2
0
0
万
円
だ
っ
た
。

預
金
残
高
は
3
月
末
比
2
0

3
億
円
（
0
・
3
％
）
減
の
5
兆

2
0
4
2
億
円
。
貸
出
金
残
高
は

同
6
8
2
億
円
（
1
・
5
％
）
減

の
4
兆
2
0
6
2
億
円
だ
っ
た
。

金
融
再
生
法
ベ
ー
ス
の
不
良
債

権
比
率
は
3
月
末
か
ら
0
・
0
1
津

上
昇
し
、
2
・
1
1
％
と
な
っ
た
。

自
己
資
本
比
率
は
3
月
末
比

0
・
2
3
抒
上
昇
し
8
・
9
0
％
。

持
ち
株
会
社
の
足
利
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
連
結
で
は
0
・
2
5
抒

改
善
し
、
8
・
8
6
％
と
な
っ
た
。

（掛澗戴い一ち）

純
利
益
1
3
・
6
％
減

常
陽
鍍
4
～
6
月
期
決
算

常
陽
銀
行
（
水
戸
市
、
部
将

表
頭
取
）
が
l
日
発
表
し
た

2
0
1
6
年
4
～
6
月
期
決
算

（
単
体
）
は
、
経
常
利
益
が
前

年
同
期
比
1
2
・
6
％
減
の
1
1

6
億
8
9
0
0
万
円
、
純
利
益

は
同
1
3
・
6
％
減
の
8
1
億
5
2

0
0
万
円
だ
っ
た
。


